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今年度３回目の「子どもサイエンスフェスティバル」を令和６

年１月13日(土)に平塚市青少年会館で開催しました。 

協議会の会員を中心に科学ボランティア団体や企業、県立

高校および県立青少年センター科学部の計９つのブースの出

展があり、当日は179名（子ども94名、保護者等85名）が来場

し、各ブースで楽しそうに体験する姿が見られました。アンケー

トの結果、参加者の満足度の平均が4.7（５点満点）と高く、特

に高校生のブースや高校生の科学ボランティアが親しみやす

かったと好評でした。会場もとてもゆとりがあり、参加者にとっ

ても出展者にとっても充実した「子どもサイエンスフェスティバ

ル」となりました。 

 

１ 平工遊園地 ２ 紫外線を使って 

アクセサリーを作ろう！ 

３ オーバルビリヤードを

体験しよう 
神奈川県立平塚工科高等学校 

電気部 

青少年センター 

科学部 

公益財団法人 

日本技術士会神奈川県支部 

高校生がこれまでに製作した電子工

作物が体験できるブースです。音や

光が出るので、未就学児にもわかり

やすく、多くの来場者が楽しんでい

ました。 

蛍光を示す物の展示を通して紫外線

の性質を学んだあとに、紫外線で固

まるレジンをつかったアクセサリー

作りに熱心に取り組んでいました。 

楕円の形をしたビリヤード台に球を

転がしたり、糸を使って楕円を描い

たりする体験を通して、参加者は楽

しみながら焦点などの楕円の特徴を

学ぶことができました。 
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４ 磁石で回る 

「くるくるうさぎ」 

５ 伊志田の 

 実験ミュージアム 

６ 電波を使った 

 暗号を解読せよ 
公益社団法人 

日本技術士会神奈川県支部 

神奈川県立伊志田高等学校 

自然科学部 
紅葉ケ丘無線クラブ 

磁石を近づけると磁石の反発によっ

てうさぎの人形がくるくると回りな

がら逃げていくのを子どもたちは楽

しんでいました。 

骨格標本や魚の剥製の展示に子ども

たちは興味津々。プラ板工作の体験

もとても楽しそうに作る姿が見られ

ました。 

FMラジオを使って、聞こえてくる

モールス信号を聞き取って、暗号を

解読する体験ができるブースです。

大人の方も興味を持って見ていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７ レインボウボックスを 

 作って虹を見よう 

８ 「えっ なに！！」 

 （テンセグリティー） 

９ 人工イクラを 

 つくってみよう！ 
サイエンスラボ３０ 特定非営利活動法人でぃ工房 ＷＤＢ株式会社エウレカ社 

回折格子を使った簡易分光器をつく

るブースです。工作指導で高校生科

学ボランティアが大活躍でした。子

どもたちは完成した分光器を熱心に

のぞきこんでいました。 

加工された木材と結束バンド、輪ゴ

ムを使った工作です。完成すると、

張力によって上の円盤部分が浮いて

いる様子に子どもたちも驚いていま

した。 

アルギン酸ナトリウムと乳酸カルシ

ウムを使って、人工イクラをつくる

ことができるブースです。イクラの

ようなつぶつぶができる様子に子ど

もたちは大喜びでした。 
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会場全体の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の「子どもサイエンスフェスティバル」も２月３日

（土）の相模原大会のみとなりました。３月１日（金）の協議

会総会で今年度の事業の報告をさせていただきます。 

会員の皆様におかれましては引き続き次年度に向け、

各事業へのご協力をお願いします。 

 次号は、「子どもサイエンスフェスティバル相模原大会」の

特集号を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局 ： 奥村、山田、上田、山口） 

 

 


